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へ
の
協
力
を
テ
ー
マ
と
し
た
入
会
案
内
を

発
信
し
た
。
ま
た
、
新
規
加
入
会
員
に
対

す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
商
品
の
提
供
を
例
年

ど
お
り
継
続
し
た
。

さ
ら
に
、
将
来
の
同
窓
会
運
営
の
あ
り

方
を
検
討
す
る
た
め
、
若
手
人
材
確
保
に

も
努
め
た
。

②
学
生
と
の
対
話
に
関
す
る
再
検
討

学
生
会
が
消
滅
し
た
こ
と
に
よ
り
、
学

生
と
既
存
会
員
と
の
対
話
の
機
会
を
設
け

る
た
め
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
途
絶
え
た
こ
と

か
ら
、
今
後
の
あ
り
方
を
改
め
て
検
討
す

る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る
。

③
同
窓
会
運
営
等
に
関
す
る
現
状
と
課
題

の
洗
い
出
し

同
窓
会
運
営
に
関
す
る
現
状
把
握
及
び

課
題
の
洗
い
出
し
と
今
後
の
あ
り
方
に
つ

い
て
の
議
論
を
行
う
た
め
に
、
事
務
局
長

を
中
心
に
、
運
営
の
具
体
的
作
業
（
各
種

行
事
・
会
議
の
設
営
等
）
に
関
す
る
マ
ニ
ュ

ア
ル
作
成
を
開
始
し
た
。

■
第
２
号
議
案　

２
０
２
６
年
度
活
動
方

針
・
事
業
計
画
、
予
算
案
承
認
の
件

第
２
号
議
案
に
つ
い
て
も
、
髙
森
正
雄

事
務
局
長
よ
り
、
主
に
次
の
よ
う
な
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

１
．
基
本
活
動
方
針

定
例
会
合
は
通
常
ど
お
り
開
催
す
る
と

と
も
に
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
も
例
年

ど
お
り
進
め
る
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
た
同
窓
会
に
関
す
る
会

員
へ
の
情
報
配
信
に
つ
い
て
は
、
で
き
る

こ
と
か
ら
実
行
に
移
す
と
い
う
姿
勢
で
臨

む
こ
と
と
し
、
情
報
発
信
の
担
い
手
の
確

保
に
努
め
る
。

２
０
２
７
年
６
月
５
日
（
土
）
の
定
期

総
会
・
オ
レ
ン
ジ
の
集
い
に
合
わ
せ
、
経
済

学
同
窓
会
創
設
35
周
年
行
事
を
実
施
す
る
。

さ
ら
に
２
０
３
０
年
を
目
途
と
し
た
経

済
学
部
の
多
摩
か
ら
市
ケ
谷
へ
の
移
転
計

画
も
考
慮
し
つ
つ
、
将
来
の
法
政
経
友
会

の
あ
り
方
に
関
し
、
若
手
を
中
心
と
し
て

抜
本
的
な
議
論
を
行
う
。

以
上
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
２
０
２
６

年
度
に
つ
い
て
は
以
下
の
内
容
の
実
現
に

向
け
て
注
力
す
る
。

①
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
新
規
会
員
の
積
極
的

勧
誘
及
び
会
員
へ
の
情
報
発
信
の
拡
大

同
窓
会
に
関
す
る
卒
業
生
へ
の
加
入
案

内
・
呼
び
か
け
を
校
友
会
の
チ
ャ
ン
ネ
ル

を
活
用
し
年
２
回
実
施
す
る
と
と
も
に
、

新
規
加
入
会
員
に
対
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

商
品
の
提
供
に
つ
い
て
も
こ
れ
ま
で
ど
お

り
継
続
す
る
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
た
同
窓
会
の
情
報
発
信

に
つ
い
て
は
、
発
信
・
配
信
の
方

２
０
２
６
年
度
、
法
政
大
学
経
済
学
部

同
窓
会
定
期
幹
事
総
会
・「
経
済
学
部
オ
レ

ン
ジ
の
集
い
」
が
、
６
月
６
日
（
土
）
の

午
前
10
時
30
分
か
ら
、
四
ツ
谷
駅
前
の
主

婦
会
館
プ
ラ
ザ
エ
フ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
は
４
階
「
シ
ャ
ト
レ
」
に
て
、
約

33
名
が
出
席
し
、
定
期
幹
事
総
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

最
初
に
、
こ
の
１
年
間
に
亡
く
な
っ
た

物
故
者
37
名
へ
の
黙
祷
が
行
わ
れ
、
続
い

て
、
村
田
紀
敏
会
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
そ

の
後
、
議
長
、
副
議
長
の
選
出
が
行
わ
れ
、

議
事
へ
と
移
り
ま
し
た
。

主
な
議
題
は
次
の
３
つ
で
す
。

■
第
１
号
議
案　

２
０
２
５
年
度
事
業
報

告
、
決
算
報
告
承
認
、
監
査
報
告
の
件

第
１
号
議
案
に
つ
い
て
は
、
髙
森
正
雄

事
務
局
長
よ
り
、
主
に
次
の
よ
う
な
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

１
．
基
本
方
針
に
基
づ
く
活
動　

①
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
新
規
会
員
の
積
極

的
勧
誘
の
実
施

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
た
同
窓
会
の
情
報
発
信

に
つ
い
て
、
法
政
大
学
校
友
会
の
チ
ャ
ン

ネ
ル
を
利
用
し
、
最
近
の
卒
業
生
に
向
け

て
、
現
役
学
生
を
中
心
と
す
る
後
輩
支
援

２
面
へ

定
期
幹
事
総
会
を
開
催
、
例
年
の
議
案
に
加
え
次
回
オ
レ
ン
ジ
の
集
い
に

合
わ
せ
た
経
済
学
同
窓
会
創
設
35
周
年
行
事
の
実
施
も
提
起
さ
れ
る
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法
及
び
実
際
の
作
業
の
た
め
の
人
員
確
保

の
実
現
可
能
性
を
含
め
、
幅
広
く
検
討
を

行
う
。

②
学
生
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
維
持

に
関
す
る
再
検
討

学
生
会
が
消
滅
し
、
従
来
の
窓
口
が
途

絶
え
た
こ
と
か
ら
、
今
後
の
学
生
と
の
関

係
維
持
の
た
め
の
仕
組
み
の
再
構
築
を
図

る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る
。
当
面
は
、
学

生
会
員
と
の
メ
ー
ル
等
を
通
じ
た
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
を
図
っ
て
い
く
こ

と
と
し
た
い
。

③
同
窓
会
運
営
等
の
現
状
把
握
及
び
必
要

に
応
じ
た
運
営
の
簡
素
化
の
検
討

同
窓
会
運
営
に
関
す
る
現
状
把
握
及
び

課
題
の
洗
い
出
し
を
行
う
と
と
も
に
、
運

営
の
省
力
化
及
び
持
続
可
能
性
に
つ
い
て
、

常
任
幹
事
や
顧
問
を
交
え
て
率
直
な
議
論

を
行
う
。
と
く
に
運
営
の
省
力
化
に
つ
い

て
は
、
若
手
を
中
心
に
議
論
を
深
め
て
も

ら
う
こ
と
と
し
た
い
。
現
状
把
握
の
資
料

と
し
て
、
事
務
局
長
が
各
種
行
事
・
会
議

の
設
営
等
に
関
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

を
急
ぐ
こ
と
と
す
る
。

④
35
周
年
記
念
行
事
の
実
施

２
０
２
７
年
度
定
期
幹
事
総
会
・
オ
レ

ン
ジ
の
集
い
に
合
わ
せ
て
経
済
学
同
窓
会

創
設
35
周
年
行
事
を
実
施
す
る
。
行
事
の

内
容
に
つ
い
て
は
、
若
手
中
心
に
ア
イ
デ

ア
を
募
り
、
負
担
の
少
な
い
方
策
を
検
討

す
る
。
加
え
て
、
学
生
支
援
の
た
め
の
フ
ァ

ン
ド
の
拡
充
を
図
る
た
め
、
会
員
か
ら
の

寄
付
を
募
る
こ
と
と
し
た
い
。

２
．
経
常
的
な
活
動
の
実
施

以
下
の
経
常
的
な
活
動
を
実
施
す
る
。

・「
経
済
学
部
オ
レ
ン
ジ
の
集
い
」
の
開
催

・
教
授
会
と
の
「
卒
業
祝
賀
会
」
の
共
催

・
同
窓
会
報
の
発
行
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・

　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
運
営

・
エ
ン
ジ
ョ
イ
経
友
会
活
動
の
継
続
（
新

年
七
福
神
巡
り
、
桜
を
観
る
会
等
）

・
希
望
者
を
募
っ
て
の
食
事
会
や
旅
行
等

の
実
施

・
学
生
支
援
活
動
の
継
続
「
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
大
会
」

・「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
へ
の
支
援
・
協
力

・
教
授
会
執
行
部
と
の
定
期
懇
談
会
の
開
催

・
校
友
会
及
び
他
学
部
同
窓
会
と
の
連
携

■
第
３
号
議
案　

役
員
の
選
任
及
び
退
任

の
件

本
幹
事
総
会
を
も
っ
て
現
役
員
の
任
期

（
２
年
）
が
満
了
と
な
る
。
監
査
役
に
つ
い

て
は
萱
野
健
次
氏
が
ご
本
人
の
願
い
に
よ

り
退
任
と
な
り
、
後
任
と
し
て
伊
藤
章
氏

が
就
任
す
る
。
そ
の
ほ
か
の
役
員
に
つ
い

て
は
、
新
任
候
補
が
い
な
い
た
め
全
員
が

留
任
と
な
る
。

な
お
、
本
件
に
関
し
て
は
、
去
る
５
月

16
日
付
の
代
表
・
常
任
合
同
幹
事
会
に
お

い
て
承
認
済
み
で
あ
る
。

ら
は
会
場
を
９
階
の「
ス
ズ
ラ
ン
」に
移
し
、

経
済
学
部
教
授
会
と
の
共
催
で
「
オ
レ
ン

ジ
の
集
い
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

司
会
は
経
済
学
部
２
年
生
の
大
槻
幸
太
朗

さ
ん
が
務
め
、
村
田
紀
敏
会
長
の
あ
い
さ
つ

の
後
、
来
賓
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
法
政
大
学
経
済
学
部
教
授
の

田
中
優
希
先
生
か
ら
、「
社
会
課
題
時
代
の

『
い
い
会
社
』」
と
い
う
演
題
で
の
講
演
が

あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
法
政
大
学
経
済
学
部
長
の
竹

口
圭
輔
先
生
の
音
頭
で
乾
杯
。
会
食
を
楽

し
み
、
最
後
は
、
肩
を
組
ん
で
校
歌
斉
唱
。

来
年
の
再
会
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

　

役
員
名

会　
　

長　

村
田　

紀
敏
（
留
任
）

会
長
代
行　

加
藤　
　

毅
（
留
任
）

幹　
事　
長　

花
澤　

良
三
（
留
任
）

事
務
局
長　

髙
森　

正
雄
（
留
任
）

監　
査　
役　

田
口　

雅
美
（
留
任
）　

　
　
　
　
　

原
木　

正
司
（
留
任
）　

　
　
　
　
　

伊
藤　
　

章
（
新
任
）

総
務
部
会
長　

花
澤　

良
三
（
兼
任
・
留
任
）

財
政
部
会
長　

会
田
久
仁
夫
（
留
任
）

広
報
部
会
長　

嶋　
　
　

崇
（
留
任
）

事
業
部
会
長　

元
角　

昌
三
（
留
任
）

組
織
部
会
長　

嶋　
　
　

崇
（
兼
任
・
留
任
）

Ｈ
Ｐ
部
会
長　

山
崎　

智
恵
（
留
任
）

ご
本
人
の
希
望
に
よ
り
以
下
の
４
名
が

代
表
幹
事
ま
た
は
常
任
幹
事
を
退
任
さ

れ
る
。

興
津　

公
三　

常
任
幹
事

長
野　

隆
一　

常
任
幹
事

馬
鳥　

明
成　

代
表
幹
事
・
常
任
幹
事

南　
　

章
乃　

常
任
幹
事

な
お
、
馬
鳥
明
成
氏
に
つ
い
て
は
、
顧

問
に
就
任
し
て
い
た
だ
く
。

す
べ
て
の
報
告
、
提
案
が
行
わ
れ
た
後
、

採
決
に
入
っ
た
結
果
、
第
１
号
議
案
、
第

２
号
議
案
と
も
に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

決
算
・
予
算
に
つ
い
て
は
、
３
ペ
ー
ジ

に
記
載
し
ま
す
。

＊	

　
　
　

＊　
　
　

＊

定
期
幹
事
総
会
に
続
き
、
11
時
30
分
か

田中優希先生からの「社会課題時代の『いい会社』」題した講演
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■
25
年
度
決
算

収
入
は
予
算
比
マ
イ
ナ
ス
11
万
円
。
年

会
費
収
入
、
寄
付
金
収
入
、
雑
収
入
が
い

ず
れ
も
予
算
比
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
こ
と

定
期
幹
事
総
会
で
25
年
度
決
算
・
26
年
度
予
算
を
承
認

寄
付
、
名
刺
広
告
な
ど
を
積
極
的
に
見
込
み
黒
字
化
を
目
指
す

報
発
行
費
が
ペ
ー
ジ
数
減
に
よ
り
大
幅
に

削
減
さ
れ
た
こ
と
が
寄
与
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
事
務
用
印
刷
費
の
増
加
に
つ
き
ま

し
て
は
、
次
年
度
の
印
刷
物
を
前
倒
し
し

て
発
注
し
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

以
上
の
結
果
、
一
般
会
計
と
終
身
会
費

積
立
の
合
計
繰
越
金
は
、
前
年
度
末
比

９
万
円
増
の
４
４
６
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
学
生
支
援
金
は
、
差
引
47
万
円

の
マ
イ
ナ
ス
と
な
り
、
本
年
度
へ
の
繰
越

金
は
１
５
９
万
円
に
減
少
し
ま
し
た
。

■
26
年
度
予
算

収
入
は
、
実
績
比
19
万
円
増
を
想
定
。

会
費
、
寄
付
金
、
名
刺
広
告
す
べ
て
で
積

極
的
な
見
込
み
で
す
。
校
友
会
チ
ャ
ン
ネ

ル
を
通
じ
た
会
員
加
入
効
果
を
期
待
す
る

ほ
か
、
35
周
年
記
念
を
機
に
名
刺
広
告
掲

載
を
呼
び
か
け
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

支
出
は
、
実
績
比
24
万
円
増
を
見
込
み

ま
す
。
人
件
費
が
、
大
学
の
給
与
改
定
へ

の
連
動
に
よ
り
10
％
増
、
会
報
発
送
に
使

用
す
る
Ｏ
Ｐ
Ｐ
袋
の
前
倒
し
購
入
や
入
会

の
し
お
り
改
訂
に
よ
る
事
務
関
係
費
の
増

加
及
び
35
周
年
記
念
行
事
の
周
知
の
た
め

の
会
報
ペ
ー
ジ
増
に
よ
る
会
報
発
送
費
の

増
加
を
反
映
し
て
お
り
ま
す
。

学
生
支
援
金
は
寄
付
金
で
成
り
立
っ
て

お
り
、
予
算
は
立
て
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

支
出
は
50
万
円
程
度
を
見
込
み
ま
す
。

　
　
（
事
務
局
長　

髙
森　

正
雄
）

に
よ
り
ま
す
。
終
身
会
費
残
高
か
ら
の
繰

入
れ
、
名
刺
広
告
収
入
及
び
校
友
会
か
ら

の
補
助
金
が
予
算
を
上
回
り
ま
し
た
が
、

マ
イ
ナ
ス
を
埋
め
き
る
ま
で
に
は
至
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

支
出
は
予
算
比
マ
イ
ナ
ス
25
万
円
。
会

2025年度決算及び2026年度予算 　（単位千円）

25 年度
予算

25 年度
決算 差異 26 年度

予算

 年会費収入
 終身会費収入
 寄付金収入（一般活動支援）
 名刺広告収入
 HP バナー広告収入
 校友会費納入還付金
 校友会活動補助金
 雑収入

1,230
428
400
800
120
30

105
80

1,148
464
357
820
90
30

123
47 

△ 82
36

△ 43
20

△ 30
0

18
△ 33

1,180 
431 
450 
900 
90 
30 
－
70  

収入計 3,193 3,079 △ 114 3,151

 人件費
 事務用消耗品費
 事務用備品費
 事務用印刷費
 通信運搬費
 会報発行費
 会報発送費
 賃借費
 渉外費
 雑費

1,600
20
18
60

150
700
400
60
50

100   

1,535
24
18
78
99

509
396
59
58

127  

△ 65
4
0

18
△ 51

△ 191
△ 4
△ 1

8
27

1,689 
60 
18 

130 
100 
540 
400 
60 
50 

100    

支出計 3,158 2,903 △ 255 3,147

［前年度よりの繰越金］ 2,396   

 収入―支出
 終身会費次年度繰越金
 次年度以降会費収入

176
1,857

33   

［次年度への繰越金］ 4,462   

（学生支援積立金） （支出内訳）
 前年度繰越金  
 収入 ( 寄付）
 支出　( 内訳右欄）

2,068
113
587

各種大会賞金
卒業祝賀会費用	
メルマガ運用費用
振込手数料

115
350
120

2次年度繰越金 1,594 

＊数字は千円未満を四捨五入した概算ですので、合計額と合わない場合があります。
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法
政
大
学
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
学
生

生
活
は
、
自
ら
考
え
、
挑
戦
す
る
姿
勢
を

育
ん
で
く
れ
て
い
ま
す
。
豊
か
な
自
然
環

境
の
中
で
、
学
部
や
学
年
を
超
え
た
交
流

が
自
然
と
生
ま
れ
、
多
様
な
価
値
観
に
触

れ
ら
れ
る
こ
と
も
、
魅
力
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。

私
が
所
属
す
る
竹
口
ゼ
ミ
で
は
、
企
業

の
財
務
諸
表
や
経
営
指
標
を
も
と
に
現
状

を
分
析
し
、
変
化
が
生
じ
た
背
景
や
企
業

が
抱
え
る
課
題
を
考
察
し
て
い
ま
す
。
数

字
の
背
後
に
あ
る
企
業
の
意
思
決
定
や
、

戦
略
を
読
み
解
く
面
白
さ
に
気
づ
き
、
将

来
は
企
業
の
課
題
解
決
に
携
わ
り
た
い
と

考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
は
少

人
数
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
論
文
執
筆

を
行
っ
て
い
ま
す
。
自
ら
仮
説
を
立
て
検

証
と
改
善
を
繰
り
返
す
中
で
、
現
状
に
満

足
せ
ず
自
ら
考
え
挑
戦
す
る
姿
勢
を
養
い

ま
し
た
。 

こ
の
土
台
に
は
、
小
中
学
校
時
代
に
計

約
５
年
間
、
香
港
で
過
ご
し
た
経
験
が
あ

り
ま
す
。
学
校
生
活
は
日
本
語
で
送
れ
た

も
の
の
、
一
歩
外
に
出
れ
ば
言
葉
が
通
じ

ず
、
看
板
も
読
め
な
い
毎
日
で
し
た
。
そ

れ
で
も
身
振
り
手
振
り
や
片
言
の
英
語
で

積
極
的
に
話
し
か
け
、
簡
単
な
日
常
会
話

を
こ
な
せ
る
よ
う
に
な
り
、
慣
れ
な
い
環

境
で
も
諦
め
ず
に
向
き
合
う
姿
勢
が
、
身

に
つ
き
ま
し
た
。 　

こ
の
経
験
を
糧
に
、
大
学
生
活
で
も
新

し
い
環
境
や
課
題
に
前
向
き
に
飛
び
込
み

挑
戦
を
続
け
て
い
ま
す
。
将
来
は
ゼ
ミ
で

の
学
び
を
活
か
し
、
企
業
が
抱
え
る
課
題

の
本
質
を
見
極
め
、
解
決
を
支
援
す
る
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
志
望
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
新
た
な
課
題
に
前
向
き
に
向
き

合
い
な
が
ら
、
残
り
少
な
い
多
摩
キ
ャ
ン

パ
ス
ラ
イ
フ
を
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

山
やま

中
なか

　柚
ゆず

輝
き

国際経済学科　3年　
竹口　圭輔ゼミ

多摩の息吹
自ら考え挑戦し続ける姿勢が
５年間の香港生活での
経験を基に身についた

2026年忘年の集いのお知らせ
新橋駅からすぐの、昭和21年に創業した北京料理のお店で、総調理長の田中喬氏は旭日双光章も授
与されています。奮ってご参加ください。
日　　時：2026年12月５日（土）12時～
開催場所：新橋「新橋亭」（中華料理）
　　　　　JR新橋駅日比谷口・地下鉄銀座線８出口徒歩３分
　　　　　地下鉄三田線内幸町駅Ａ1出口徒歩1分
参加会費：7,000円（飲み放題付）を予定

台東区下谷七福神巡りのお誘い
下町情緒を味わいながら風情ある寺社を巡る。
①元三島神社（寿老人）、②入谷鬼子母神（福禄寿）、③英信寺（三面大黒天）、④法昌寺（毘沙門天）、⑤弁天
院（朝日弁財天）、⑥飛不動尊正宝院（恵比寿神）、⑦寿永寺（布袋尊）全行程4.5キロを2時間で巡ります。
日　　時：2027年1月９日（土）午前10スタート
集　　合：JR「鶯谷駅」北口
　　　　　小雨決行。本降りの雨又は雪予報の場合は事前連絡のうえ中止にします。

忘年会に参加される方は11月20日（金）までに、七福神巡りに参加される方は12月18日（金）までに、
事務局宛（メール：jimukyoku@hoseikeiyukai.jp 電話042-783-2550電話の場合は火曜日・金曜日
9:30 ～ 15:30）または髙森宛（メール：takachan112@jcom.zaq.ne.jp　電話090-8567-6935）に
お申し込みください。
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川
南
　
卓
也
（
17
年
卒
）

　
　
岩
見
沢
市
　
48
歳

プ
ロ
野
球
の
広
島
・
ロ
ッ
テ
・
阪
神

で
活
躍
さ
れ
た
高
橋
慶
彦
さ
ん
の
公
式

YouTube

チ
ャ
ン
ネ
ル
「
よ
し
ひ
こ
チ
ャ

ン
ネ
ル
」
に
、
法
政
大
学
出
身
で
大
洋
や

阪
神
で
活
躍
さ
れ
た
長
崎
慶
一
さ
ん
（
経

営
学
部
卒
）
が
出
演
さ
れ
ま
し
た
。

法
大
の
先
輩
で
あ
る
関
根
潤
三
監
督

（
故
人
、
経
済
学
部
卒
で
法
政
経
友
会
の

元
副
会
長
）
の
と
き
に
首
位
打
者
を
獲
得

（
１
９
８
２
年
）
し
た
長
崎
さ
ん
で
す
が
、

前
述
のYouTube

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
、
長

崎
さ
ん
が
法
政
大
学
へ
進
学
し
た
理
由
に

つ
い
て
、
北
陽
高
校
（
現
・
関
西
大
学
北

陽
中
学
・
高
校
）
の
１
年
先
輩
の
高
岡
茂

夫
さ
ん
（
文
学
部
卒
、
１
９
７
１
年
東
京

六
大
学
野
球
春
季
リ
ー
グ
二
塁
手
の
ベ
ス

ト
ナ
イ
ン
）
の
後
を
追
う
形
で
進
学
さ
れ

た
と
語
っ
て
お
り
、
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。

高
岡
さ
ん
は
卒
業
後
、
社
会
人
野
球
の

北
海
道
拓
殖
銀
行
で
プ
レ
ー
し
、
引
退
後

は
拓
銀
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
、
札
幌
国
際
大
学

で
監
督
を
務
め
、
高
校
野
球
北
海
道
大
会

の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
中
継
で
解
説
も
さ
れ
ま
し
た
。

自
分
が
法
政
大
学
を
卒
業
し
た
２
０
１
７

年
度
の
北
海
道
校
友
会
・
札
幌
支
部
の
総

会
・
懇
親
会
で
高
岡
さ
ん
と
お
会
い
で
き

ま
し
た
の
で
、
改
め
て
法
政
大
学
を
卒
業

し
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

　

小
松
　
孝
二
（
37
年
卒
）

　
　
　
秋
田
市
　
89
歳

近
頃
の
母
校
の
動
向
を
見
て
い
る
と
弱

体
傾
向
と
感
じ
ら
れ
、
ラ
イ
バ
ル
と
す
る

明
大
と
格
差
が
生
じ
て
い
る
よ
う
で
す
。

メ
デ
ィ
ア
等
か
ら
ボ
イ
コ
ッ
ト
さ
れ
た
の

か
と
思
う
ほ
ど
、
法
大
教
授
等
が
姿
を
消

し
、
ま
た
学
生
の
諸
活
動
も
低
調
で
情
け

な
い
。
伝
統
あ
る
ア
メ
フ
ト
、
野
球
、
駅

伝
等
も
上
位
に
入
れ
ず
残
念
至
極
で
す
。

昨
今
は
新
興
大
学
が
あ
ら
ゆ
る
面
に
傾
注

し
特
に
ス
ポ
ー
ツ
に
力
を
入
れ
、
受
験
生

を
増
加
し
て
い
る
の
が
散
見
さ
れ
ま
す
。

現
在
外
国
人
の
女
性
総
長
の
よ
う
で
す

が
、
執
行
部
の
方
た
ち
も
協
力
し
母
校
の

興
盛
に
尽
力
い
た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
。

卒
業
後
60
有
余
年
経
た
母
校
を
愛
す
る

一
老
人
の
戯
言
で
す
。

　

池
田
　
亘
（
72
年
卒
）

　
　
　
　
　
　
　
　
市
川
市
　
78
歳

渡
邉
佐
平
先
生
の
墓
参

初
夏
の
風
薫
る
清
々
し
い
５
月
17
日
の

今
年
の
佐
平
さ
ん
の
墓
参
は
、
季
節
外
れ

の
真
夏
日
に
な
り
ま
し
た
が
、
往
年
の
ゼ

ミ
生
12
名
が
佐
平
さ
ん
を
偲
び
墓
前
に
手

を
合
わ
せ
ま
し
た
。
ま
も
な
く
全
員
佐
平

さ
ん
が
逝
去
さ
れ
た
79
歳
を
迎
え
ま
す
。

人
生
１
０
０
年
時
代
、
80
歳
を
過
ぎ
て
か

ら
が
本
当
の
高
齢
者
。
健
康
で
い
る
こ
と

が
一
番
大
切
で
す
。
社
会
的
な
存
在
と
し

て
邪
魔
な
存
在
に
な
ら
な
い
為
に
ど
う
生

き
る
か
が
残
り
の
人
生
の
課
題
で
す
。

４
月
19
日
に
法
政
経
友
会
の
小
旅
行
で

杖
も
つ
か
ず
、
益
々
元
気
な
94
歳
の
佐
竹

先
輩
が
「
歩
く
こ
と
、
素
食
と
大
き
な
声

で
会
話
を
し
、
感
動
す
る
こ
と
」
だ
と
長

寿
の
秘
訣
を
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

恒
例
の
昼
食
会
で
久
し
ぶ
り
の
再
会
、「
朋

有
り
遠
方
よ
り
来
る
」
で
話
が
弾
み
、
髙

森
先
輩
か
ら
６
月
６
日
の
オ
レ
ン
ジ
の
集

い
の
誘
い
が
あ
り
、
絶
好
の
会
話
の
機
会

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
感
謝
！

角
田
　
勇
（
64
年
卒
）

　
　
　
流
山
市
　
85
歳
　

６
月
６
日
（
土
）
11
時
か
ら
法
政
校
友

会
東
葛
支
部
の
総
会
と
懇
親
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。
一
時
は
百
人
を
超
え
た
会
員
も

高
齢
化
の
為
、
今
で
は
90
人
台
に
な
っ
て

い
ま
す
。
先
日
私
宅
に
法
政
経
済
学
部
Ｏ

Ｂ
の
方
か
ら
電
話
が
あ
り
、
校
友
会
に
参

加
し
た
と
の
こ
と
。
大
変
う
れ
し
く
思
い
、

お
話
し
し
て
い
る
と
学
生
時
代
に
戻
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
が
校
友
会
の

良
い
と
こ
ろ
な
の
で
す
ね
。

川
上
　
良
一
（
92
年
卒
）

　
　
　
越
谷
市
　
67
歳

10
月
16
日
は
、
日
高
先
師
の
20
周
忌
で

す
。
通
信
教
育
部
の
学
生
で
あ
る
私
が
卒

論
指
導
教
授
の
尊
顔
を
知
っ
た
の
は
、
平

成
４
年
６
月
16
日
の
読
売
新
聞
で
し
た
。

新
刊
紹
介
面
に
、
日
高
教
授
の
写
真
を
発

見
し
た
か
ら
で
す
。
当
時
の
新
刊
書
と
は
、

『
本
に
ま
た
が
っ
た
旅
』（
創
樹
社
）
で
す
。

帯
に
、
東
京
大
学
文
学
部
の
後
輩
た
る
丸

谷
才
一
が
、「
現
代
日
本
最
高
の
書
評
家
は

こ
の
人
で
は
な
い
か
」
と
、
賛
辞
を
寄
せ

て
い
ま
す
。
私
の
場
合
、
ゲ
オ
ル
ク
・
ヘ
ー

ゲ
ル
や
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
に
よ

会員
短信

全国の会員から事務局に寄せられたお便りを
紹介します

（　）は西暦年です

  

北
海
道
か
ら

 

秋
田
か
ら

  

千
葉
か
ら

  

埼
玉
か
ら

６
面
へ
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っ
て
確
立
さ
れ
た
発
展
史
観
が
、
19
世
紀

世
界
の
特
異
性
に
起
因
す
る
の
だ
と
い
う
、

先
生
の
長
見
に
敬
服
し
ま
し
た
。

も
う
一
つ
、
オ
ン
タ
イ
ム
の
新
刊
書
を

紹
介
し
ま
す
。
６
月
に
法
政
大
学
出
版
局

か
ら
発
行
さ
れ
た
、
手
塚
治
虫
の
『
な
が

い
窖
』
で
す
。
東
亞
日
報
の
サ
イ
ト
で
知

り
ま
し
た
。初
出
は
、市
ケ
谷
事
件
の
直
前
、

『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』
昭
和
45
年
11
月
６
日
増

刊
号
で
す
。
民
族
差
別
を
扱
っ
た
問
題
作

で
す
が
、
全
集
に
は
収
録
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
幻
の
手
塚
作
品
と
呼
ば
れ
て
き
た
所

以
で
す
。

　

佐
藤
　
博
（
玄
祥
）（
55
年
卒
）

　
　
　
　
　
　
　
　
中
野
区
　
95
歳

私
は
元
々
、
薬
系
の
薬
学
専
門
卒
業
の

薬
剤
師
で
す
。
20
歳
で
有
資
格
者
と
な
り
、

法
政
大
学
経
済
学
部
商
業
学
科
に
編
入
、

２
年
で
経
済
学
士
の
資
格
を
得
ま
し
た
。

薬
局
を
経
営
、
現
在
高
齢
の
た
め
休
業
中
、

残
り
の
人
生
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

若
い
う
ち
は
出
来
る
だ
け
い
ろ
い
ろ
の

事
に
首
を
突
っ
込
み
ま
し
た
。
だ
か
ら
人

生
は
楽
し
い
の
で
す
。
95
歳
人
生
大
満
足

で
す
！　

健
康
第
一
を
優
先
し
て
い
ま
す
。

１
０
０
歳
ま
で
５
年
頑
張
り
ま
す
。
夜
学

の
２
年
間
だ
っ
た
の
で
、
友
人
は
少
な
い

で
す
。
薬
局
経
営
に
役
立
ち
ま
し
た
。

髙
橋
　
将
昭
（
59
年
卒
）

　
　
　
　
　
　
文
京
区
　
90
歳

同
窓
会
報
発
送
作
業
の
謳

小
生
は
同
窓
会
に
参
加
し
て
30
年
に
な

り
ま
す
が
、
そ
の
間
色
々
な
行
事
に
参
加

し
、
又
、
行
事
を
企
画
い
た
し
ま
し
た
。

思
う
に
そ
の
中
で
『
会
報
発
送
作
業
』
が

一
番
同
窓
会
ら
し
い
姿
で
心
に
残
り
ま
す
。

年
３
回
15
名
く
ら
い
が
集
ま
り
ま
す
。
多

摩
の
経
済
学
部
は
、
広
大
で
緑
豊
か
な
立

派
な
校
舎
で
施
設
が
充
実
し
、
窓
か
ら
の

光
を
受
け
小
一
日
作
業
し
ま
す
。

昼
飯
は
学
生
達
と
明
る
く
大
き
な
学
生

食
堂
で
、
お
喋
り
し
な
が
ら
美
味
し
く
い

た
だ
き
ま
す
。
小
生
は
都
会
の
喧
騒
を
離

れ
、
卒
業
し
た
学
校
で
過
ご
す
一
日
が
、

も
う
一
回
の
法
政
と
重
な
り
心
が
和
み
ま

す
。
経
済
学
部
同
窓
会
が
建
立
し
た
入
魂

の
「
平
和
祈
念
碑
」
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
経
済
学
部
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
時
代

の
流
れ
に
沿
い
、
約
５
年
後
に
市
ケ
谷
の

本
校
に
戻
り
ま
す
。
同
窓
会
の
皆
さ
ん
、

立
派
な
同
窓
会
事
務
局
、
他
学
部
棟
、
ス

ポ
ー
ツ
各
グ
ラ
ウ
ン
ド
等
々
も
あ
る
の
で
、

自
分
の
人
生
路
の
一
端
に
、
故
郷
の
よ
う

に
思
い
入
れ
て
は
い
か
が
で
す
か
。

　

　
　
　
島
　
弘
（
61
年
卒
）

　
　
　
　
　
　
　
　
杉
並
区
　
88
歳

同
窓
会
報
の
名
刺
広
告
欄
に
常
連
の
深

井
信
朗
君
の
名
が
消
え
た
。
今
年
１
月
６

日
に
脳
出
血
で
突
然
死
去
し
た
か
ら
だ
。

昨
年
11
月
10
日
、
我
が
家
で
深
井
君
と

会
食
を
し
た
。
帰
り
際
、「
来
年
も
ま
た
会

お
う
な
」「
そ
う
だ
な
、
ま
た
な
」
と
元
気

に
手
を
振
っ
て
別
れ
た
。

彼
は
壮
年
期
に
故
郷
の
北
海
道
歌
登
町

長
を
務
め
た
。
そ
の
折
、
全
国
で
活
躍
し

て
い
る
同
町
出
身
者
を
激
励
、
親
睦
の
会

を
作
り
、
毎
年
東
京
で
開
催
し
て
い
た
。

そ
の
際
に
旧
交
を
温
め
て
い
た
。
68
年
の

交
友
で
あ
っ
た
。
親
よ
り
長
い
付
き
合
い

だ
。
仲
良
し
５
人
の
同
窓
が
次
々
旅
立
ち
、

つ
い
に
１
人
に
な
っ
た
。
悲
し
く
さ
び
し

い
。
体
の
中
を
風
が
吹
い
て
い
る
。

胡
口
　
靖
夫
（
69
年
卒
）

　
　
　
渋
谷
区
　
85
歳

『
人
生
最
後
の
パ
リ
旅
行
（
一
）』

私
は
５
月
に
一
人
で
約
２
週
間
ほ
ど
パ

リ
に
滞
在
し
ま
し
た
。
旅
の
目
的
は
、
余

生
で
パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
勉
強
を
す
る

た
め
の
現
地
踏
査
と
、
３
万
人
近
く
が
虐

殺
さ
れ
た
市
民
・
労
働
者
た
ち
の
慰
霊
で

す
が
、
報
告
は
割
愛
し
ま
す
。

偶
然
通
り
か
か
っ
た
オ
ペ
ラ
座
の
入
口

階
段
前
で
、
現
地
の
青
年
が
、
ギ
タ
ー
を

爪
弾
き
な
が
ら
ソ
ロ
・
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

い
て
お
り
、
私
は
マ
イ
ク
の
前
に
置
か
れ

た
帽
子
に
小
銭
を
入
れ
、「
メ
ル
シ
ー
」
と

声
を
か
け
ま
し
た
。
す
る
と
彼
は
、「
日
本

人
な
ら
い
っ
し
ょ
に
『
ス
キ
ヤ
キ
・
ソ
ン

グ
（
上
を
向
い
て
歩
こ
う
）』
を
歌
お
う
と

誘
い
ま
し
た
。
カ
ラ
オ
ケ
は
苦
手
、
外
国

の
人
前
で
と
た
め
ら
い
ま
し
た
が
、
勇
を

鼓
し
て
な
ん
と
か
歌
い
き
り
ま
し
た
。

そ
の
後
彼
に
、
少
し
こ
こ
で
ス
ピ
ー
チ

が
し
た
い
と
申
し
出
、
許
し
を
得
て
私
は

「
ノ
ー
モ
ア
・
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
―
―
」

と
平
和
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
英
語
で
ア
ピ
ー
ル
。

各
国
の
大
勢
の
青
年
達
が
、
大
き
な
拍
手

  

東
京
か
ら

会報発送作業場の様子
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で
歓
迎
し
て
く
れ
ま
し
た
。や
は
り「
自
由
・

平
等
・
友
愛
」
を
標
語
と
す
る
国
の
首
都

だ
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
旅
で
詠
ん
だ
拙
句
を
若
干
記

し
ま
す
。

春
日
影
献
花
果
せ
し
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
碑

パ
リ
に
残
る
ロ
ー
マ
の
遺
跡
春
惜
し
む

巴
里
五
月
和
書
買
い
求
む
ブ
ッ
ク
オ
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
谷
　
公
利
（
60
年
卒
）

　
　
　
平
塚
市
　
88
歳

憲
法
改
正
論
＝
筆
舌
尽
き
難
き
多
数
の

貴
き
犠
牲
と
苦
難
の
復
興
。
平
和
へ
の
不

断
の
努
力
＝
学
徒
出
陣
、
神
風
特
攻
隊
、

原
爆
、
残
酷
な
無
差
別
都
市
空
爆
等
々
＝

戦
火
は
起
こ
し
易
く
、
消
し
難
し
＝

や
っ
と
得
た
主
権
在
民
・
交
戦
権
の
永

久
放
棄
、
日
本
国
民
総
意
を
以
て
確
立
し

た
日
本
国
憲
法
。

か
つ
て
民
主
主
義
の
典
範
と
さ
れ
た
ド

イ
ツ
『
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
』
が
ナ
チ
ス
政

権
に
よ
り
、『
反
古
』
に
さ
れ
た
歴
史
が
あ

り
ま
し
た
。
１
９
８
５
年
西
ド
イ
ツ
議
会

で
「
過
去
に
目
を
閉
ざ
す
者
は
、
現
在
に

も
盲
目
と
な
る
」
と
ワ
イ
ツ
ゼ
ッ
カ
ー
〈
元

大
統
領
〉
は
、
演
説
し
た
そ
う
で
す
。

戦
争
体
験
者
を
含
め
、
近
代
史
の
リ
ス

キ
リ
ン
グ
（
学
び
直
し
）
が
今
こ
そ
必
要

な
時
代
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

  

神
奈
川
か
ら

【
経
済
学
科
】

青　

野　

幸　

平　

教　

授

　

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
日
本
経
済
・

　

応
用
計
量
経
済
学

阿　

部　

俊　

弘　

教　

授

　

統
計
科
学

飯　

野　
　
　

厚　

教　

授

　

応
用
言
語
学
、
英
語
教
育
学

伊　

藤　

健　

彦　

准
教
授

　

社
会
心
理
学

王　
　
　
　
　

荍荍　

准
教
授

　

英
語
教
育
、
自
然
言
語
処
理

大　

森　

祥　

輔　

准
教
授

　

応
用
数
学
、
数
理
物
理
学

岡　

部　

雅　

史　

教　

授

　

環
境
科
学
、
生
物
学
、

小　

黒　

一　

正　

教　

授

　

財
政
学
、
公
共
経
済
学

小　

沢　

和　

浩　

教　

授

　

情
報
処
理

ジ
ョ
ン
・
カ
レ
ン
ガ
教　

授

　

西
洋
経
済
史

河　

村　
　
　

真　

教　

授

　

産
業
組
織
論
、
応
用
計
量
経
済
学

黒　

田　

俊
太
郎　

教　

授

　

日
本
文
学

後　

藤　

浩　

子　

教　

授

　

イ
ギ
リ
ス
社
会
思
想
史

小　

林　

克　

也　

教　

授

　

地
方
財
政
論

酒　

井　
　
　

正　

教　

授

　

労
働
経
済
学

坂　

本　

憲　

昭　

教　

授

　

制
御
理
論

篠　

原　

隆　

介　

教　

授

　

公
共
経
済
学
、
ミ
ク
ロ
経
済
学
、

　

ゲ
ー
ム
理
論

芝　

田　

幸
一
郎　

教　

授

　

ペ
ル
ー
考
古
学
・
人
類
学
・

　

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
研
究

進　

藤　

理
香
子　

教　

授

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
論

菅　
　
　

富
美
枝　

教　

授

　

契
約
法
、消
費
者
法
、イ
ギ
リ
ス
法
、

　

法
社
会
学

菅　
　
　

幹　

雄　

教　

授

　

経
済
統
計

菅　

原　

琢　

磨　

教
授

　

社
会
政
策
論
、
医
療
経
済
学
、

　

医
療
関
連
産
業
の
産
業
組
織
論

杉　

本　

龍　

勇　

教　

授

　

ス
ポ
ー
ツ
経
済
学
、

　

ス
ポ
ー
ツ
経
営
学

ロ
バ
ー
ト
・
ス
ト
ラ
ウ
ド　

教　

授

　

英
語
教
育
学
、
応
用
言
語
学

石　
　
　
　
　

碩　

教　

授

　

中
国
文
学

タ
ナ
カ
・
ジ
ェ
イ　

准
教
授

　

英
語
教
育
学
、
応
用
言
語
学

田　

村　

理　

香　

教　

授

　

ア
メ
リ
カ
文
学

張　
　
　
　
　

欣　

教　

授

　

中
国
文
学

友　

松　

夕　

香　

教　

授

　

経
済
人
類
学

中　

谷　

安　

男　

教　

授

　

応
用
言
語
学

西　

澤　

栄
一
郎　

教　

授

　

環
境
政
策
論

西　

村　
　
　

健　

教　

授

　

ゲ
ー
ム
理
論
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
理

　

論
、
実
験
経
済
学

新　

田　

誠　

吾　

教　

授

　

19
世
紀
末
か
ら
20
世
紀
初
頭
の

　

ド
イ
ツ
文
学

橋　

本　
　
　

到　

教　

授

　

フ
ラ
ン
ス
語
、
フ
ラ
ン
ス
文
学

濱　

秋　

純　

哉　

准
教
授

　

公
共
経
済
学
、
応
用
計
量
経
済
学

平　

井　

俊　

行　

教　

授

　

ゲ
ー
ム
理
論
、
ミ
ク
ロ
経
済
学
、

　

公
共
経
済
学

平　

瀬　

友　

樹　

教　

授

　

経
済
理
論
形
成
史

　

応
用
計
量
経
済
学

馬　

場　

敏　

幸　

教　

授

　

ア
ジ
ア
経
済
、
技
術
移
転
、

　

技
術
経
営

ブ
ー
・
ト
ウ
ン
・
カ
イ　

教　

授

　

国
際
マ
ク
ロ
経
済
学
の
理
論
と

　

実
証

馬　
　
　

欣　

欣　

教　

授

　

中
国
経
済
論
、
労
働
経
済
学

松　

野　
　
　

響　

教　

授

　

比
較
認
知
科
学
、
実
験
心
理
学

王　
　
　
　
　

威　

助　

教

　

中
国
経
済
、
労
働
経
済
学

	
	

【
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
】	

梅　

津　

亮　

子　

教　

授

　

管
理
会
計
、
原
価
計
算

岸　
　
　

牧　

人　

教　

授

　

監
査
論

胥　
　
　
　
　

鵬　

教　

授

　

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・

　

ガ
バ
ナ
ン
ス

杉　

浦　

未　

樹　

教　

授

　

世
界
経
済
史

鈴　

木　
　
　

豊　

教　

授

　

契
約
理
論
、
理
論
的
産
業
組
織
論
、

　

企
業
の
理
論

砂　

田　
　
　

充　

教　

授

　

産
業
組
織
論
、
企
業
経
済
学

竹　

口　

圭　

輔　

教　

授

　

財
務
会
計

武　

田　

浩　

一　

教　

授

　

金
融
論

田　

中　

優　

希　

教　

授

　

財
務
会
計

朴　
　
　

倧　

玄　

教　

授

　

地
理
学
（
都
市
地
理
学
）

古　

澤　

直　

人　

教　

授

　

日
本
中
世
史

宮　

﨑　

憲　

治　

教　

授

　

計
量
経
済
学
、
マ
ク
ロ
経
済
学

明　

城　
　
　

聡　

教　

授

　

産
業
組
織
論
、
応
用
統
計
学

湯　

前　

祥　

二　

教　

授

　

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

ジ
ュ
リ
ア
・
ヨ
ン
グ　

教　

授

　

国
際
関
係
企
業
史

廣　

川　

み
ど
り　

教　

授

　

社
会
的
選
択
論
、
公
共
経
済
学

藤　

田　

貢　

崇　

教　

授

　

物
理
学

松　

波　

淳　

也　

教　

授

　

環
境
経
済
学
、
理
論
経
済
学

八　

木　

文　

香　

准
教
授

　

統
計
科
学

八
木
橋　

毅　

司　

教　

授

　

マ
ク
ロ
経
済
学
、
国
際
マ
ク
ロ
経

　

済
学
、
応
用
計
量
経
済
学

山　

﨑　

友　

紀　

教　

授

　

資
源
・
環
境
工
学
、
化
学
、

　

理
科
教
育

山　

田　
　
　

快　

教　

授

　

ス
ポ
ー
ツ
心
理
学
、

　

ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
チ
ン
グ
学

リ
ッ
チ
ン
グ
ス
・
ヴ
ィ
ッ
キ
ー　

准
教
授

　

日
本
語
教
育
学
、
英
語
教
育
学
、

　

日
本
文
学
、
比
較
文
化

	
	

【
国
際
経
済
学
科
】	

	

池　

上　

宗　

信　

教　

授

　

開
発
経
済
学

奥　

山　

利　

幸　

教　

授

　

理
論
経
済
学

近　

藤　

章　

夫　

教　

授

　

経
済
地
理
学

マ
ニ
ー
シ
ュ
・
シ
ャ
ル
マ　

教　

授

　

経
済
学
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
フ
ァ
イ

　

ナ
ン
ス
、
日
本
経
済

ジ
ェ
ス
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド　

教　

授

　

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
、
マ
ク
ロ
経
済
学
、

　

労
働
経
済
学

高　

橋　

秀　

朋　

教　

授

　

金
融
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

武　

智　

一　

貴　

教　

授

　

国
際
経
済
学

田　

村　

晶　

子　

教　

授

　

国
際
経
済
学
、
マ
ク
ロ
経
済
学
、

　

応
用
計
量
経
済
学

坪　

田　

建　

明　

教　

授

　

国
際
経
済
学
、
空
間
経
済
学
、

　

開
発
経
済
学

冨　

永　

靖　

敬　

教　

授

　

国
際
関
係
論

倪　
　
　
　
　

彬　

教　

授

　

国
際
経
済
学
、
開
発
経
済
学
、

経
済
学
部/

教
育
・

　
　研
究
体
制
一
覧

　
２
０
２
６
年
７
月
現
在
の

経
済
学
部
教
授
陣
と
専
攻
分

野
を
紹
介
し
ま
す
︒︵

50
音
順
︶



8第 98号2026年（令和８年）９月１日 法政大学経済学部同窓会報

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

昭
和
41
年
経
済
学
部
卒

会

　
　長

村

　田

　紀

　敏

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

一
九
六
〇
年
経
済
学
部
経
済
学
科
卒
（
上
杉
ゼ
ミ
）

会
長
代
行

加

　藤

　
　
　毅

〒

東
京
都
板
橋
区
高
島
平
五
｜
三
一
｜
一
二

電

　話

　〇
三
（
三
九
三
〇
）八
六
六
五

175-
0082

愛
花
創
業
㈱
代
表
取
締
役

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

昭
和
46
年
経
済
学
部
経
済
学
科
卒

幹
　事
　長

総
務
部
会
長

花

　澤

　良

　三

〒

千
葉
県
市
原
市
ち
は
ら
台
東
二
｜
一
一
｜
一
三

電

　話

　〇
四
三
六
（
三
六
）一
一
六
〇

290-
0141

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

昭
和
45
年
経
済
学
部
経
済
学
科
卒
（
渡
邉
佐
平
ゼ
ミ
）

事
務
局
長

髙

　森

　正

　雄

〒

東
京
都
日
野
市
新
町
一
｜
八
｜
一
九

191-
0002

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

昭
和
42
年
経
済
学
部
卒

副
　会
　長

佐
々
木

　範

　光

〒

埼
玉
県
所
沢
市
北
岩
岡
一
｜
一
七

電

　話

　〇
四
（
二
九
四
二
）七
八
〇
六

359-
0007

村
串
仁
三
郎
法
政
大
学
名
誉
教
授
　著

「
高
度
成
長
期
日
本
の
国
立
公
園
」

 

｜
自
然
保
護
と
開
発
の
激
闘
を
中
心
に
｜

（
時
潮
社
、
三
五
〇
〇
円
）

著
者
は
一
九
六
九
年
法
政
大
学
大
学
院
（
博
）
単
位
取
得

博
士
（
経
済
学
）

経
済
学
部
同
窓
会
副
会
長
・
Ｈ
Ｐ
副
部
会
長

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

昭
和
42
年
経
済
学
部
卒

副
　

会
　

長

菅
　
野
　
里
　
見

〒

東
京
都
八
王
子
市
北
野
台
三
｜
四
六
｜
一
一

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
四
二
（
六
三
七
）二
五
三
五

192-
0913

昭
和
45
年
経
済
学
部
卒

代
表
取
締
役

会

　
　長

潮

　崎

　敏

　彦

経
済
学
部
同
窓
会
副
会
長

文
化
シ
ヤ
ッ
タ
ー
株
式
会
社

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

昭
和
42
年
経
済
学
部
卒

会

　田

　久
仁
夫

財
政
部
会
長

昭
和
45
年
経
済
学
部
卒

〒

東
京
都
武
蔵
野
市
御
殿
山
二
｜
二
〇
｜
五

電   

話

　〇
八
〇（
二
〇
〇
六
）
八
七
八
七

188-
0005

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

会

　長

三
和
建
装
株
式
会
社

元   

角   

昌   

三

江
戸
川
区
船
堀
一
｜
一
｜
二
六
　
十
階
（
一
〇
一
八
号
）

電
話
　
〇
九
〇（
九
〇
三
九
）
六
二
六
一

軽
井
沢
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
オ
フ
ィ
ス

フ
ォ
ー
ク
レ
ス
法
律
事
務
所

生
前
対
策
専
門
士
・
司
法
書
士
・
行
政
書
士

（
１
９
８
８
年
卒
業
・
ツ
ル
ミ
ゼ
ミ
）

金
　

久
　

保
　
　
健

法
友
体
育
会
顧
問

法
友
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
名
誉
会
長

昭
和
38
年
経
済
学
部
経
済
学
科
卒

川

　﨑

　保

　之

〒

東
京
都
府
中
市
四
谷
三
｜
六
四
｜
二
四

電

　話

　〇
九
〇（
二
六
四
八
）六
三
〇
一

183-
0035

Ｕ
Ｔ
Ｓ
国
際
教
育
セ
ン
タ
ー

一
九
七
二
年
経
済
学
部
卒
（
伊
藤
光
晴
ゼ
ミ
）

〒

東
京
都
渋
谷
区
渋
谷
二
｜
十
二
｜
十
五

日
本
薬
学
会
　
長
井
記
念
館
ビ
ル
一
階

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
三
（
六
四
一
八
）〇
七
一
一
・
〇
七
一
二

E-m
ail : kikeno@

jcsos.org

150-
0002

代
表
取
締
役

池
　
野
　
健
　
一

くれぐれもご自愛を
会報では広告を募集しています。あいさつ
広告と企業広告があります。お申込み
は事務局へ。広告の掲載料金は同窓会
活動に大いに役立っております。幅広い
会員各位のご協力をお願いいたします。

１
９
７
２
年
経
済
学
部
卒

〒

千
葉
県
市
川
市
南
八
幡
三
｜
七
｜
三

272-
0023

渡
邉
佐
平
ゼ
ミ
同
窓
会
幹
事

池
　
田
　
　
　
亘
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昭
和
34
年
経
済
学
部
卒

文
京
法
友
会

相
　談
　役

高

　橋

　将

　昭

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

昭
和
33
年
経
済
学
部
卒

顧
　
　
問

上
　
城
　
　
　
功

〒

東
京
都
八
王
子
市
松
木
五
五
｜
八

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
四
二（
六
七
〇
）〇
六
九
六

192-
0362

〒

神
奈
川
県
川
崎
市
幸
区
小
向
西
町
四
｜
六
五

電   

話
　
〇
四
四
（
五
一
一
）〇
五
五
七

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
四
四
（
五
五
五
）一
二
八
七

212-
0004

高
橋
建
設
興
業
株
式
会
社

取
締
役
会
長

高
　
橋
　
久
　
之

昭
和
35
年
経
商
卒

日
高
ゼ
ミ
　
１
９
６
９
年
卒

博
士
（
学
術
）

サ
マ
ル
カ
ン
ド
国
立
外
国
語
大
学
名
誉
教
授

現
代
俳
句
協
会
会
員胡

　
口
　
靖
　
夫

〒

杉
並
区
浜
田
山
四
｜
一
六
｜
四

セ
ン
ト
マ
ー
ク
ス
浜
田
山
一
一
六

168-
0065

コ
マ
ニ
ー
株
式
会
社

会

　
　長

塚

　本

　幹

　雄

昭
和
48
年
経
済
学
部
経
済
学
科
卒

横
浜
市
戸
塚
区
戸
塚
町
１
２
０
ア
イ
ラ
ン
ド
・
コ
ア

電   

話
　
〇
四
五
（
八
六
二
）
一
七
〇
〇

株
式
会
社
ア
ウ
ィ
ン
エ
ス
テ
ー
ト

代
表
取
締
役

田
島
　
榮
二
郎

昭
和
37
年
経
済
学
部
卒

年々厳しさが増す残暑に
市
ケ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
２
０
２
６
年
度
特
別
展
示

　「
台
湾
人
学
生
が
み
た
モ
ダ
ン
都
市
・
東
京
―
鄧
南
光
と
法
政
大
学
の
１
９
３
０
年
代
―
」を
開
催

Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、

法
政
大
学
市
ケ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
に

て
、
２
０
２
６
年
度
特
別
展
示
「
台

湾
人
学
生
が
み
た
モ
ダ
ン
都
市
・
東

京
―
鄧
南
光
と
法
政
大
学
の
１
９

３
０
年
代
―
」（
主
催
Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｉ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
新
竹
県
北
埔
郷
公

所 

鄧
南
光
影
像
紀
念
館
　
協
力
：

法
政
大
学
法
学
部
福
田
円
研
究
室
、

法
政
大
学
カ
メ
ラ
部
）を
開
催
い
た

し
ま
す
。

法
政
大
学
経
済
学
部
卒
の
写
真

家
・
鄧
南
光
（
本
名
：
鄧
騰
憚
）の

ま
な
ざ
し
を
通
し
て
、
１
９
３
０
年

代
の
「
モ
ダ
ン
都
市
・
東
京
」と
法

政
大
学
に
つ
い
て
再
考
し
ま
す
。
銀

座
・
丸
の
内
・
浅
草
・
女
性
・
デ

モ
・
劇
場
…
…
。
そ
こ
に
は
、
ド
イ

ツ
製
小
型
カ
メ
ラ
「
ラ
イ
カ
」を
構

え
る
南
光
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
台

湾
人
学
生
の
目
に
は
近
代
化
に
突
き

進
む
「
東
京
」と
い
う
都
市
空
間
が

ど
の
よ
う
に
映
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
法
大
カ
メ
ラ
部
の
仲
間
た
ち
と

と
も
に
、
ど
の
よ
う
な
学
生
文
化
を

育
ん
だ
の
で
し
ょ
う
か
。

多
様
性
が
高
ま
る
現
代
に
お
い

て
、
本
展
が
他
者
へ
の
想
像
力
を
豊

か
に
す
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
幸
い

で
す
。

■
会
　
期

　
２
０
２
６
年

　
　
９
月
１
日
〜
10
月
11
日

　
　
10
時
〜
17
時

　
　（
入
館
は
16
時
30
分
ま
で
）

■
会
　
場

　
法
政
大
学
市
ケ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

　
①
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
コ
ア

　
　（
九
段
北
校
舎
１
階
）

　
②
博
物
館
展
示
室

　
　（
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
・
タ
ワ
ー
14
階
）

　
③
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
サ
テ
ラ
イ
ト

市
ケ
谷（
外
濠
校
舎
６
階
）

　
④
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
サ
テ
ラ
イ
ト
市
ケ

谷（
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
・
タ
ワ
ー
26
階
）

北埔郷公所提供



10第 98号2026年（令和８年）９月１日 法政大学経済学部同窓会報

新
常
任
幹
事
か
ら
の
ご
挨
拶

私
に
と
っ
て
経
済
学
と
は
、
経
済
的
事
象
に
と
ど
ま
ら
ず
、
社
会
全
般
の

変
化
し
続
け
る
現
実
を
理
解
し
、
そ
の
時
点
で
最
も
論
理
的
と
思
わ
れ
る
解
釈

を
探
究
し
続
け
る
学
問
で
す
。
こ
の
考
え
方
は
、
金
融
市
場
業
務
や
投
資
銀
行

業
務
に
携
わ
る
中
、
常
に
私
の
支
え
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
姿
勢
を
生
涯
磨
き

続
け
る
こ
と
こ
そ
、
経
済
学
を
学
ぶ
醍
醐
味
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
か
ら

も
「
物
事
を
多
面
的
に
考
え
、
自
ら
考
え
続
け
る
姿
勢
」
を
大
切
に
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
原
点
を
与
え
て
く
れ
た
母
校
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
、
同
窓
生
の
皆
様
と

の
交
流
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
同
窓
会
活
動
に
も
貢
献

し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

赤 

木

　健 
二

【プロフィール】
卒業後、ドイツ系の銀行バイエリッシェ・
フェラインス銀行（現イタリアのウニク
レディト銀行）東京支店に入行。外国為替
やデリバティブなど金融市場業務を経て、
Ｍ＆Ａに関わるアクイジション・ファイ
ナンスなど投資銀行業務に従事し、支店長
兼日本における代表を務めました。

赤木　健二（1980年卒）
あか ぎ けん じ

【
新
　
入
　
会
　
員
】

　

２
０
２
６
年
５
月
～  （ ）

は
西
暦
卒
年  

　
　
［　

］
は
紹
介
者　

敬
称
略

　

徳　

渕　

恵
美
子
（
26
）

　

小　

国　

海　

晟
（
学
生
）

【
一
般
活
動
支
援
金
寄
付
】

　

２
０
２
６
年
５
月
～

１
口　

千
円　

（ ）
は
西
暦
卒
年　

敬
称
略

　

石　

山　

秀　

雄　

４
口
（
75
）

　

萱　

野　

健　

次　

20
口
（
60
）

　

会　

田　

久
仁
夫　

12
口
（
67
）

　

川　

南　

卓　

也　

１
口
（
17
）

　

田　

所　

清　

司　

２
口
（
61
）

　

村　

木　
　
　

茂　

７
口
（
69
）

　

佐　

藤　
　
　

博　

10
口
（
55
）

　

浦　

野
五
左
衛
門　

７
口
（
61
）

　

広　

川　

吉　

朗　

３
口
（
61
）

　

原　

木　

正　

司　

７
口
（
71
）

　

馬　

鳥　

明　

成　

10
口
（
66
）

【
学
生
支
援
金
寄
付
】

　

２
０
２
６
年
５
月
～

１
口　

千
円　

（ ）
は
西
暦
卒
年　

敬
称
略

　

石　

山　

秀　

雄　

５
口
（
75
）

　

徳　

田　

訓　

康　

２
口
（
62
）

　

小　

倉　
　
　

尚　

２
口
（
65
）

　

二　

関　
　
　

学　

７
口
（
04
）

　

徳　

弘　

義　

彦　

20
口
（
59
）

２
０
２
６
年
５
月
～

（ ）
は
西
暦
卒
年　

敬
称
略

　

ご
遺
族
の
方
か
ら
次
の
会
員
の
ご

逝
去
の
ご
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。
同

窓
会
発
展
の
た
め
に
、
ご
尽
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

相　

川　

義　

徳
（
58
）

　

松　

尾　

正　

敏
（
64
）

　

西　

澤　

清　

英
（
56
）

　

横　

塚　

秀　

夫
（
61
）

　

川　

島　

教　

昭
（
59
）

　

八　

木　
　
　

孝
（
61
）

　

小　

鷹　

俊　

彦
（
58
）

　

西　

川　
　
　

忠
（
54
）

　

杉　

浦　

邦
之
介
（
60
）

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

【
訃
報
】

事務局からのお知らせ
早いもので、今年も暑い夏がやってきました。多

摩キャンパスも夏休みモードとなり、学生の姿もま
ばらです。もともと、コロナ流行を機にリモートに
よる授業が始まり、登校してくる学生数が徐々に
減っていったのですが、その流れは現在も引き継が
れ、キャンパスを訪れる学生は半分以下になってい
るのが実状です。昭和のキャンパスは学生で溢れか
えっていたのが、懐かしく思い出されます。

・５月16日（土）第６回代表・常任合同幹事会
・５月20日（水）教授会執行部との懇談会
・６月６日（土） 定期幹事総会・経済学部オレンジの集い

・７月18日（土）第１回代表・常任合同幹事会
　　　　　　　 （書面による開催）

・８月28日（金）同窓会報発送作業

・９月19日（土）第２回代表・常任合同幹事会
・11月21日（土）第３回代表・常任合同幹事会
・12月５日（土）忘年の集い
・12月　　　　   学生プレゼンテーション大会
・12月18日（金）会報発送作業

（2026年）
・１月９日（土）新年七福神巡り

（事務局長　髙森　正雄）

最近の活動

今後の予定

寄
附
に
ご
協
力
い
た
だ
き

　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た


